
7月は『第73回社会を明るくする運動』強調月間 介護保険料・後期高齢者医療保険料・国民健康保険税
納付方法と通知書発送のお知らせ

国民年金保険料の免除制度について

▶問い合わせ先＝健康福祉課　福祉人権係　　　　９１２８56☎

▶問い合わせ先＝税務課　住民税係　　　　９１２２56☎
▶問い合わせ先＝住民課　国保年金係　　　　９１３４
　　　　　　　　宇都宮年金事務所　　 ０２８（６２２）４２８１

56☎
☎

『社会を明るくする運動』とは？
　 『社会を明るくする運動』とは、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した方たちの立ち

直りについて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築

くための全国的な運動です。

　私たちの暮らす地域から犯罪や非行をなくすためには、地域のすべての人がそれぞれの立場で

『できること』から関わっていく必要があります。そして普段の生活の中で『できること』を探して

みましょう。家族や地域に住む人との絆を強くすること、地域の交流を深める催しに参加するこ

と、それぞれの立場で『できること』から始めましょう。

　町では、「青少年は地域社会からはぐくむ」という観点に立ち、地域社会が犯罪や非行の防止に対し

て一体となった取組みを進めるため『「社会を明るくする運動」集会ｉｎかみのかわ』を開催します。

どなたでもご自由に参加できますので、お気軽にご来場ください。

　『「社会を明るくする運動」集会ｉｎかみのかわ』

　　▶日時・場所＝７月２７日（木） 午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　　　　　（受付開始：９時１５分）・中央公民館（大ホール）

　　▶内容＝警察官の講話・バンド演奏・フリートークなど

６５歳以上の方は介護保険料を町に納めま
す。住民税の課税状況などにより、保険料が
決まります。

特別徴収になる方
対象の年金の年間受給額が１８万円以上の
方（公的年金収入総額と異なる場合もあり
ます）
※納め方（特別徴収か普通徴収）を個人で選 
　ぶことはできません。

特別徴収になる方
次のすべてにあてはまる方
・世帯主が国民健康保険に加入している
・世帯内の国民健康保険加入者が全員６５歳以上７５歳未満の方
・介護保険料が特別徴収されていて、介護保険料と国民健康保険税を合算した額が年金受給額 
　の２分の１を超えない
※世帯主が年度途中で７５歳になる場合は普通徴収になります。

特別徴収になる方

介護保険料が特別徴収されていて、介護保

険料と後期高齢者医療保険料を合算した額

が年金受給額の２分の１を超えない方

　所得が少ないときや失業などにより保険料を納めることが難しい場合には、保険料の納付が免

除・猶予となる「保険料免除制度」、「納付猶予制度」、「学生納付特例制度」があります。申請月の２

年１か月前までさかのぼって申請できます。

　保険料の一部が免除されても、減額後の保険料を納付しないと未納期間となります。障がいや死

亡といった不慮の事態が生じたとき、未納期間があると年金を受け取る事ができなくなる場合が

ありますので、ご注意ください。

　なお、令和５年度分（令和５年７月～令和６年６月分）の免除・猶予の受付は７月から開始します。

《必要なもの》

　・基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの

　・代理申請の場合…代理の方の顔写真付きの身分証明書

　・離職による免除を希望する場合…離職票または雇用保険受給資格者証等

年金の定期払いから天引きされます。
特別徴収開始通知書を９月中旬頃に送付します。

特別徴収

普通徴収
納付書または口座振替による納付です。
通知書を７月中旬頃に送付します。（年度途中で資格取得
した方など特別徴収の要件に該当しない方）

※普通徴収から特別徴収に変わる場合は１０月から切り替わります。

○納付方法

◆介護保険料

自営業や会社を辞めた方などが加入します。納税義務者は世帯主です。世帯主が国民健康保険
に加入していなくても、納税通知書は世帯主に届きます。

◆国民健康保険税

７５歳（一部６５歳）以上の方が加入する制
度で、保険料は本人が負担します。

前年度と納付方
法が 異なる場合
もありますので、
必ず通知書をご
確認ください。

◆後期高齢者医療保険料
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